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堂畑遺跡第 1・2次調査 遺構分布図 
 大型の掘建柱建物は集落の東端と南西端で発見
















      庄田知充 
 金沢城下町跡では金沢城郭関連のほかに 25箇所
が発掘調査されている。城下の中心部から縁辺部
に至るまで様々な地点を発掘調査したことにより、
様々な階層の武士や町人の生活空間が明らかにな
ってきたと共に寺院・墓域といった社会的空間の
ありかたを知ることの出来る資料も得られてきた。
また、資料の蓄積により、金沢城下の時間的遷移
を知ることが出来るようになってきた。資料の年
代観は大火や戦乱などの被災遺物を基準資料とす
ることが多いが、金沢においても幾度かの大火が
発生し、これに対応して城下町遺跡から被熱遺物
の一括廃棄が発見されている。それぞれの大火の
被災範囲を文献にみられる地名等から改めて考察
した上で、被熱遺物の原因となった火災を比定し、
金沢城下町における年代基準資料として提示した
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